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区 分 死者数 構成率 

歩行中 ７人 ２９％ 

自転車乗用中 ３人 １３％ 

二輪車運転中 ２人 ８％ 

自動車運転中 ９人 ３８％ 

自動車同乗中 ３人 １３％ 

計 ２４人   

平成２７年８月２４日現在：高齢者死亡事故の特徴 

 

◆昼間に３人、夜間に４人が

亡くなっている。 

◆75 歳以上の方が５人、と

半数を超える。 

◆昼間に６人、夜間に３人が

亡くなっている。 

◆単独事故で５人が亡くな

っている。 

県内死者５０人中の 

４７％（約半数） 

～着用していれば、守れた命があったかもしれない～ 

 
車に乗ったらシートベルトを着用する、６歳未満の子どもを車に乗せる時

はチャイルドシートを使用する、誰もが知っている交通安全の基本です。 
後部座席に乗る時も必ず！万が一の場合に備えましょう。 
発車前には大切な人の命を守る「ベルトした？」の一言を！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

  ７月３０日、守山市内の女性に対して、老人ホームの入居 
トラブルに関する解決金名目に、１００万円をだまし取ろうとした 
男を千葉県内で逮捕しました。被害者からの相談を受け、県警が 
「だまされたふり作戦」を実施し、現金を受け取りに来た犯人を現行犯 
逮捕したものです。 

施設の窓口で掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 
ＦＡＸ配信からインターネットのＥ-ｍａｉｌ配信に変更のご希望があれば、 

下記にご連絡ください。 また、県警ＨＰでもご覧いただけます。 
滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

 

【事例】 歩行者がはねられた事故 
 

◆平成２７年６月 昼間 
◆軽四乗用（５０歳代男性運転）×歩行者 （死亡・８０歳代女性） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運転者は、運転に集中し、注意を一箇所に傾けることなく、広い

視野で危険を探す必要があります。 
歩行者は、車の運転者が「止まってくれるだろう」と期待せず、

「見ていないかもしれない」と考え、無理な横断をしないよう気をつ

けましょう。 


